
近
世
の
時
代
背
景
を
映
す

田
沢
疏
水
の
苦
難
の
歴
史

│
本
日
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
は
じ
め

に
、
石
田
所
長
に
、
当
地
に
転
勤
さ
れ
た
時
の
印
象
等
を

ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

石
田

当
地
大
仙
市
に
は
令
和
三
年
四
月
に
着
任
し
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
ま
で
西
日
本
の
勤
務
が
多
く
、
こ
の
仙
北

平
野
の
よ
う
に
広
大
な
水
田
地
域
が
秋
田
県
南
に
存
在
し

て
い
る
と
は
知
ら
ず
正
直
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
家
屋
周
り
の
門
塀
も
な
く
、
更
に
は
鳥
獣
害
の

防
止
柵
等
も
な
く
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
て
い
る
様
子
や
、

春
先
で
し
た
の
で
集
落
周
辺
に
雑
草
も
無
く
、
そ
れ
は

後
々
、
深
い
積
雪
に
起
因
し
て
い
る
と
判
る
の
で
す
が
、

す
っ
き
り
し
て
い
て
美
し
く
感
じ
た
の
が
第
一
印
象
で
す
。

│
次
に
、
吉
田
現
場
代
理
人
に
お
伺
い
し
ま
す
。
入
社

以
来
、
こ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
工
事
現
場
を
経
験
さ
れ

ま
し
た
か
。
ま
た
、
こ
の
度
、
抱
返
頭
首
工
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
感
想
や
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
田

入
社
以
来
、
勤
続
年
数
の
約
半
分
の
一
三
年
間
は
、

主
に
ダ
ム
工
事
や
ダ
ム
関
連
の
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
現
場
は
、

関
東
農
政
局
発
注
の
御
前
山
ダ
ム
建
設
工
事
で
す
。
私
が

農
業
農
村
整
備
事
業
と
し
て
初
め
て
携
わ
っ
た
現
場
で
、

自
身
最
長
の
六
年
半
従
事
し
た
現
場
で
す
。
厳
重
な
水
密

性
が
要
求
さ
れ
る
ダ
ム
堤
体
内
の
監
査
廊
工
で
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
を
抑
制
・
防
止
す
る
た
め
の
品
質

管
理
に
つ
い
て
様
々
な
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ダ
ム
堤
体
に
埋
設
す
る
観
測
計
器
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ

ル
レ
ス
の
無
線
式
計
器
と
い
う
新
技
術
を
導
入
す
る
な
ど
、

本
当
に
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
抱
返
頭

国営事業地区探訪
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国営事業地区探訪

首
工
整
備
工
事
に
も
堰
や
取
水
放
流
設
備
が
あ
る
点
で
は

類
似
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
存
分
に
生

か
せ
れ
ば
と
い
う
思
い
で
現
場
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、
石
田
所
長
に
お

伺
い
し
ま
す
。
今
回
、
探
訪
さ
せ
て
い
た
だ
く
田
沢
疏
水

は
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の
か
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

歴
史
と
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
田

雄
物
川
水
系
玉
川
の
水
を
利
用
し
、
奥
羽
山
脈
西

麓
の
広
大
な
原
野
を
開
発
す
る
当
地
の
計
画
は
、
文
政
八

年
（
一
八
二
五
年
）
秋
田
藩
主
佐
竹
義
厚
公
に
よ
っ
て
着

手
さ
れ
、
玉
川
に
堰
を
設
け
「
御
堰
」
と
称
す
る
三
〇
㎞

余
の
水
路
開
削
と
山
林
原
野
約
二
〇
〇
町
の
開
拓
を
行
い
、

天
保
四
年
（
一
八
三
三
年
）
に
完
成
し
た
の
が
田
沢
疏
水

の
始
ま
り
で
す
。

し
か
し
そ
の
後
、
厳
し
い
自
然
条
件
下
で
荒
廃
を
た
ど

り
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
年
）
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
堰

と
水
路
が
壊
さ
れ
、
用
水
路
の
機
能
を
失
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
明
治
三
十
七
年
、
先
ず
秋
田
県
が
放
置
さ
れ
て
い

た
「
御
堰
」
の
復
旧
調
査
に
着
手
し
、
食
糧
需
給
の
逼
迫

下
、
農
林
省
が
集
団
開
墾
適
地
の
土
地
利
用
計
画
を
立
て

た
の
が
当
地
で
し
た
。
並
行
し
て
、
同
じ
流
域
に
水
力
発

電
計
画
が
あ
り
、
そ
の
政
策
分
担
に
つ
い
て
、
当
時
の
内

務
、
逓
信
、
農
林
省
の
三
省
間
で
、
田
沢
湖
を
含
め
た
玉

川
流
域
の
水
利
調
整
を
定
め
る
玉
川
河
水
統
制
計
画
と
し

て
昭
和
十
一
年
に
協
議
さ
れ
、
以
降
、
時
代
が
求
め
た
殖

産
興
業
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
農
林
省
は
そ

れ
に
基
づ
き
田
沢
疏
水
開
墾
の
計
画
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

二
期
事
業
は
四
代
目
の
国
営
事
業
と
し
て
実
施

│
正
に
時
代
に
求
め
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
ね
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、
現
在
あ
る
農
地
や
か

ん
が
い
施
設
は
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
、
地
域
農
業
や
関

係
市
・
町
が
発
展
し
て
来
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
国
営
事

業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

石
田

最
初
の
国
営
事
業
は
、
昭
和
十
二
年
度
よ
り
着
手

し
た
国
営
田
沢
疏
水
開
拓
建
設
事
業
で
す
。
山
林
原
野
約

二
、五
〇
〇
ha
の
開
拓
、
か
ん
が
い
用
水
は
、
玉
川
左
岸

取
水
口（
抱
返
頭
首
工
）か
ら
一
二
・
二
五
㎥
／
s
、
右
岸

取
水
口（
神
代
調
整
池
）か
ら
二
・
六
六
㎥
／
s
を
取
水
す

る
計
画
で
、
左
右
岸
の
幹
支
線
用
水
路
約
八
五
㎞
を
整
備

し
、
昭
和
三
十
七
年
度
に
完
工
し
ま
し
た
。

続
け
て
、
開
拓
と
基
幹
か
ら
末
端
ま
で
の
水
利
施
設
を

一
貫
し
て
施
工
す
る
国
営
総
合
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の

全
国
第
一
号
の
地
区
と
し
て
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
実
施

し
た
の
が
、
国
営
第
二
田
沢
開
拓
建
設
事
業
で
す
。
神
代

調
整
池
の
左
岸
か
ら
最
大
三
・
〇
〇
㎥
／
s
を
取
水
す
る

第
二
田
沢
取
水
口
及
び
第
二
田
沢
幹
線
用
水
路
約
二
五
㎞

の
新
設
と
地
区
内
の
小
用
水
路
、
農
道
等
も
整
備
し
、
未

墾
地
五
〇
七
ha
の
開
拓
と
区
画
整
理
三
六
六
ha
を
行
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
後
、
戦
中
戦
後
の
資
材
不
足
の
時
代
に
施
工
さ
れ

た
施
設
は
、
徐
々
に
損
傷
が
激
し
く
な
り
、
昭
和
五
十
四

年
か
ら
国
営
田
沢
疏
水
農
業
水
利
事
業
と
し
て
、
左
右
岸

幹
線
用
水
路
約
三
一
㎞
、
抱
返
頭
首
工
及
び
神
代
右
岸
取

水
口
を
更
新
す
る
事
業
を
平
成
元
年
度
ま
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
国
営
事
業
と
関
連
す
る
補
助
事
業
等
を
合
わ

せ
て
、現
在
、秋
田
県
最
大
の
穀
倉
地
帯
の
一
角
が
形
成
さ

れ
る
に
至
り
、本
地
区
の
関
係
市
・
町
は
、北
か
ら
仙
北
市
、

大
仙
市
、美
郷
町
で
す
が
、例
え
ば
受
益
面
積
が
大
き
か
っ

た
旧
太
田
町
で
は
、
昭
和
二
十
年
代
の
水
稲
の
収
穫
量
は

一
、八
〇
〇
t
弱
で
し
た
が
、
平
成
に
入
り
一
三
、二
〇
〇

t（
転
作
が
な
い
場
合
）ま
で
上
昇
し
、
そ
れ
だ
け
農
家
の

経
済
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
現
在
、
旧
太
田
町
を
含
む
大
仙
市
に
お
い
て
は
、

水
稲
の
収
穫
量
は
市
町
村
単
位
で
全
国
第
二
位
（
令
和
二

年
度
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
農
業
形
態
も
変
化
し
て
お
り
、
現
在
、
水
稲
を

中
心
に
水
田
の
畑
利
用
に
よ
る
大
豆
等
の
土
地
利
用
型
作

物
の
ほ
か
、
え
だ
ま
め
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
を
組
合
せ
た

営
農
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

│
事
業
制
度
の
展
開
も
よ
く
解
り
ま
し
た
。
で
は
、
次
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に
、
現
在
実
施
中
の
二
期
事
業
に
つ
い
て
話
を
お
伺
い
し

ま
す
。
事
業
目
的
は
、
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
対
策
と

用
水
再
編
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
計
画
が

策
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
や
こ
の
二
期
事
業
の
事
業
概

要
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

石
田

平
成
に
入
り
、
水
利
施
設
の
凍
結
融
解
の
影
響
も

加
え
た
老
朽
化
が
進
み
、
元
々
、
一
部
の
ほ
場
が
狭
小
で

あ
っ
た
り
、
補
完
水
源
が
不
安
定
で
用
水
不
足
と
な
っ
て

い
る
地
域
が
あ
る
な
ど
、
効
率
的
な
営
農
に
支
障
を
き
た

し
て
い
た
た
め
、
老
朽
化
し
た
基
幹
施
設
の
改
修
と
用
水

再
編
等
の
基
盤
整
備
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
本
事
業

で
は
、
抱
返
頭
首
工
、
神
代
調
整
池
の
二
箇
所
の
取
水
口

及
び
幹
線
用
水
路
の
必
要
部
分
の
改
修
と
一
部
用
水
量
に

不
均
衡
の
あ
る
受
益
の
幹
線
用
水
路
掛
り
を
入
れ
替
え
る

用
水
再
編
を
行
い
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
と
施
設
の
維

持
管
理
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
施
設
の
改
修

に
併
せ
て
地
区
内
の
農
業
用
水
が
有
し
て
い
る
景
観
・
親

水
、
防
火
用
水
等
の
機
能
向
上
の
た
め
、
改
良
区
が
行
う

事
業
と
一
体
的
に
関
係
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
平

成
二
十
三
年
度
に
事
業
着
手
し
ま
し
た
。

│
農
業
用
水
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
聞
か
せ
て

下
さ
い
。
農
業
用
水
の
地
域
用
水
機
能
の
増
進
に
も
留
意

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
は
、
大
曲
の
花
火
が
全
国

的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
暮
ら
し

に
、
農
業
用
水
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

石
田

当
地
域
で
は
、
山
林
原
野
に
水
路
と
農
地
が
拓
か

れ
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
広
大
な
田
園
風
景
に
溶
込
む

散
居
集
落
と
屋
敷
林
と
い
う
地
域
独
自
の
景
観
を
生
み
、

「
田
沢
疏
水
」
は
疏
水
百
選
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

更
に
受
益
最
下
流
の
美
郷
町
で
は
、
田
沢
疏
水
が
地
域

の
飲
料
水
に
も
な
っ
て
い
る
地
下
水
を
涵
養
し
、
地
域
の

湧
水
も
支
え
て
い
る
と
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
湧
水
は
名

水
百
選
に
も
選
ば
れ
、
地
域
活
性
化
の
重
要
な
コ
ン
テ
ン

ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
地
（
大
仙
市
大
曲
）
夏
の
花
火
は
、
現
在
で

は
権
威
あ
る
競
技
大
会
と
し
て
日
本
三
大
花
火
大
会
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
元
々
は
米
収
穫
へ
の
感

謝
と
農
民
を
慰
労
す
る
地
主
の
道
楽
が
花
火
大
会
の
発
祥

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
北
農
政
局
初
の
E
C
I
方
式
は

「
抱だ

き

返が
え

り
」に
起
因
す
る

│
こ
の
二
期
事
業
の
重
要
性
が
理
解
で
き
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
現
在
、
西
松
建
設
さ
ん

が
施
工
し
て
い
る
抱
返
頭
首
工
の
整
備
工
事
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
こ
の
「
頭
首
工
」
の
役
割
や
機
能
は
、
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
頭

首
工
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
も
分
か
っ
た
ら
、
教
え
て

下
さ
い
。

石
田

当
地
区
の
取
水
口
は
三
箇
所
あ
り
ま
す
が
、
抱
返

頭
首
工
は
、
田
沢
左
岸
幹
線
用
水
路
の
取
水
口
と
な
り
、

三
、三
一
四
ha
の
か
ん
が
い
面
積
を
抱
え
、取
水
量
は
ピ
ー

ク
で
一
二
・
一
二
㎥
/s
、
地
区
内
最
大
量
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
設
置
場
所
は
、
秋
田
県
下
有
数
の
景
勝
地
で

あ
る
抱
返
渓
谷
の
中
程
に
あ
り
、
県
立
田
沢
湖
抱
返
り
自

然
公
園
内
に
な
り
ま
す
。
地
名
の
「
抱
返
り
」
は
、
昔
の

渓
谷
沿
い
の
道
は
、
す
れ
違
う
時
に
お
互
い
抱
き
か
か
え

る
よ
う
に
体
を
返
さ
な
け
れ
ば
通
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
狭
く

険
し
い
山
道
で
あ
っ
た
事
か
ら
、「
だ
き
が
え
り
」
と
呼

ば
れ
た
そ
う
で
す
。

頭
首
工
付
近
も
両
岸
断
崖
で
、
通
常
で
は
遊
歩
道
し
か

ア
プ
ロ
ー
チ
手
段
は
な
く
、
前
歴
事
業
と
同
様
に
、
頭
首

工
か
ら
の
取
水
ト
ン
ネ
ル
及
び
開
水
路
を
仮
設
道
路
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
事
の
実
施
は
か
ん
が
い
期
及
び
洪
水
期
に
被

ら
な
い
十
月
〜
三
月
に
限
定
さ
れ
、
更
に
豪
雪
地
帯
の
当

地
域
は
、
春
先
に
は
大
量
の
融
雪
水
に
よ
る
河
川
の
増
水

が
あ
る
た
め
、
当
地
に
合
っ
た
効
率
的
な
施
工
と
安
全
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
工
事
の
契
約
は
、
東
北
農
政
局
初
の
E
C
I

方
式
を
活
用
し
て
お
り
、
工
事
契
約
前
の
技
術
協
力
業
務

に
お
い
て
優
先
交
渉
権
者
に
よ
る
施
工
計
画
が
設
計
に
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
既
設
取
水
ト
ン
ネ
ル

及
び
開
水
路
を
レ
ー
ル
方
式
に
よ
る
運
搬
路
と
し
て
利
用

し
、
昇
降
架
台
に
よ
る
水
路
内
へ
の
資
機
材
等
の
搬
入
出

を
行
う
な
ど
効
率
的
な
輸
送
動
線
の
確
保
、
ト
ン
ネ
ル
内

の
W
i

-F
i
設
置
及
び
河
川
水
位
警
報
設
備
の
設
置
等

の
安
全
対
策
が
特
徴
で
す
。

│
で
は
、
吉
田
現
場
代
理
人
に
お
伺
い
し
ま
す
。
抱
返

頭
首
工
は
、
県
立
自
然
公
園
内
の
渓
谷
に
位
置
す
る
よ
う

で
す
が
、
実
際
に
、
工
事
現
場
に
立
ち
、
こ
の
工
事
の
全

貌
を
把
握
し
た
時
の
第
一
印
象
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
複
数
年
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
る
本
工
事
に
お
い
て
、

特
に
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ

て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
田

初
め
て
現
場
に
来
た
時
の
率
直
な
第
一
印
象
は
、

「
こ
の
よ
う
な
険
し
い
渓
谷
の
山
奥
に
、
こ
ん
な
大
き
い

頭
首
工
を
ど
の
よ
う
に
建
設
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
、
昔
の

土
木
技
術
者
や
職
人
の
方
々
の
ご
苦
労
に
感
服
し
た
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
頭
首
工
を
通
っ
て
渓
谷
を
流
れ
る
玉
川

の
流
水
と
様
々
な
形
状
の
岩
床
が
織
り
な
す
景
観
の
美
し

さ
に
感
動
し
た
こ
と
で
す
。

国営事業地区探訪

そ
れ
と
同
時
に
、
い
か
に
し
て
こ
の
美
し
い
景
観
を
乱

す
こ
と
な
く
、
安
全
に
作
業
期
間
内
で
工
事
を
終
わ
ら
せ

る
か
課
題
が
次
々
と
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
何
を
差
し
お

い
て
も
や
は
り
「
安
全
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処

し
て
工
事
を
進
め
て
い
く
上
で
、
全
て
安
全
で
な
け
れ
ば

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
河
川
の
増
水
に
つ
い
て
は
、
一
瞬
で

工
事
従
事
者
の
死
に
つ
な
が
る
事
象
で
す
の
で
、
全
工
期

を
通
じ
て
決
し
て
妥
協
を
許
さ
な
い
対
応
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

│
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
と
言
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
困
難
も

加
わ
り
、
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ご
苦
労
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

工
事
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
現
場
代
理
人
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
技
術
を
活
用
、
工
夫
を
し
て
き
て
い
る
か
。

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
田

E
C
I
業
務
を
受
注
し
、
計
画
段
階
で
工
事
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
課
題
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
頭
首
工
ま
で
の
ル
ー
ト
が
遊
歩

道
の
み
（
距
離
約
一
㎞
）
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
工

事
用
道
路
の
確
保
、
二
つ
目
は
、
現
場
周
囲
の
劣
悪
な
通

信
環
境
を
改
善
す
る
通
信
設
備
の
構
築
、
三
つ
目
は
、
河

川
上
流
の
施
設
に
起
因
す
る
異
常
出
水
時
の
迅
速
な
安
全

確
保
対
策
で
す
。

一
つ
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
既
設
取
水
ト
ン
ネ
ル

（
三
・
三
m
×
二
・
八
m
）
を
工
事
用
道
路
と
し
て
選
定
し

ま
し
た
。
取
水
ト
ン
ネ
ル
内
は
、
狭
所
に
加
え
大
小
一
七

箇
所
の
カ
ー
ブ
が
あ
る
た
め
、
安
全
で
安
定
し
た
輸
送
と

す
る
た
め
に
軌
条
設
備
を
設
置
し
、
資
材
運
搬
に
は
軌
陸

車
と
牽
引
台
車
、
工
事
従
事
者
の
輸
送
に
は
専
用
の
レ
ー

ル
ス
ク
ー
タ
ー
を
運
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
全
体
に

対
し
て
作
業
割
合
が
大
き
い
資
機
材
の
運
搬
時
間
を
短
縮

さ
せ
る
た
め
、
軌
条
設
備
か
ら
地
上
へ
の
円
滑
な
動
線
を

確
保
す
る
大
型
の
昇
降
架
台
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

二
つ
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
現
場
全
域
に

W
i

-F
i
環
境
を
整
備
し
、
作
業
従
事
者
が
現
場
の
ど

こ
に
い
て
も
パ
ケ
ッ
ト
通
信
で
連
絡
が
取
れ
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
特
に
危
険
度
の
高
い
ト
ン
ネ
ル
内
に
は

W
i

-F
i
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
組
み
合
わ
せ
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
一
〇
〇
m
お
き
に
設
置
し
、
緊
急
連
絡
用
電
話

と
し
て
機
能
さ
せ
ま
し
た
。

三
つ
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
頭
首
工
上
流
左
岸
側
に

水
理
計
算
上
水
没
し
な
い
標
高

ま
で
盛
土
し
た
退
避
場
を
造
成

し
ま
し
た
。
毎
日
の
作
業
終
了

時
も
し
く
は
作
業
中
の
異
常
出

水
時
に
重
機
や
資
機
材
を
全
て

こ
こ
に
退
避
さ
せ
ま
す
。
さ
ら

に
、
工
事
従
事
者
の
安
全
確
保

対
策
と
し
て
、
異
常
出
水
時
の

退
避
水
位
を
検
出
し
て
視
覚
・

音
で
現
場
全
域
に
知
ら
せ
る
と

と
も
に
携
帯
に
メ
ー
ル
で
伝
え

る
こ
と
の
で
き
る
水
位
警
報
セ

ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
を
河
川
に
設

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
は

急
峻
な
渓
谷
で
あ
る
た
め
、
す

ぐ
に
高
い
場
所
へ
避
難
で
き
る

よ
う
に
避
難
用
階
段
を
設
置
し
、

抱返頭首工工事現場の上流から見た全景
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に
、
現
在
実
施
中
の
二
期
事
業
に
つ
い
て
話
を
お
伺
い
し

ま
す
。
事
業
目
的
は
、
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
対
策
と

用
水
再
編
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
計
画
が

策
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
や
こ
の
二
期
事
業
の
事
業
概

要
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

石
田

平
成
に
入
り
、
水
利
施
設
の
凍
結
融
解
の
影
響
も

加
え
た
老
朽
化
が
進
み
、
元
々
、
一
部
の
ほ
場
が
狭
小
で

あ
っ
た
り
、
補
完
水
源
が
不
安
定
で
用
水
不
足
と
な
っ
て

い
る
地
域
が
あ
る
な
ど
、
効
率
的
な
営
農
に
支
障
を
き
た

し
て
い
た
た
め
、
老
朽
化
し
た
基
幹
施
設
の
改
修
と
用
水

再
編
等
の
基
盤
整
備
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
本
事
業

で
は
、
抱
返
頭
首
工
、
神
代
調
整
池
の
二
箇
所
の
取
水
口

及
び
幹
線
用
水
路
の
必
要
部
分
の
改
修
と
一
部
用
水
量
に

不
均
衡
の
あ
る
受
益
の
幹
線
用
水
路
掛
り
を
入
れ
替
え
る

用
水
再
編
を
行
い
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
と
施
設
の
維

持
管
理
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
施
設
の
改
修

に
併
せ
て
地
区
内
の
農
業
用
水
が
有
し
て
い
る
景
観
・
親

水
、
防
火
用
水
等
の
機
能
向
上
の
た
め
、
改
良
区
が
行
う

事
業
と
一
体
的
に
関
係
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
平

成
二
十
三
年
度
に
事
業
着
手
し
ま
し
た
。

│
農
業
用
水
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
聞
か
せ
て

下
さ
い
。
農
業
用
水
の
地
域
用
水
機
能
の
増
進
に
も
留
意

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
は
、
大
曲
の
花
火
が
全
国

的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
暮
ら
し

に
、
農
業
用
水
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

石
田

当
地
域
で
は
、
山
林
原
野
に
水
路
と
農
地
が
拓
か

れ
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
広
大
な
田
園
風
景
に
溶
込
む

散
居
集
落
と
屋
敷
林
と
い
う
地
域
独
自
の
景
観
を
生
み
、

「
田
沢
疏
水
」
は
疏
水
百
選
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

更
に
受
益
最
下
流
の
美
郷
町
で
は
、
田
沢
疏
水
が
地
域

の
飲
料
水
に
も
な
っ
て
い
る
地
下
水
を
涵
養
し
、
地
域
の

湧
水
も
支
え
て
い
る
と
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
湧
水
は
名

水
百
選
に
も
選
ば
れ
、
地
域
活
性
化
の
重
要
な
コ
ン
テ
ン

ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
地
（
大
仙
市
大
曲
）
夏
の
花
火
は
、
現
在
で

は
権
威
あ
る
競
技
大
会
と
し
て
日
本
三
大
花
火
大
会
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
元
々
は
米
収
穫
へ
の
感

謝
と
農
民
を
慰
労
す
る
地
主
の
道
楽
が
花
火
大
会
の
発
祥

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
北
農
政
局
初
の
E
C
I
方
式
は

「
抱だ

き

返が
え

り
」に
起
因
す
る

│
こ
の
二
期
事
業
の
重
要
性
が
理
解
で
き
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
以
上
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
現
在
、
西
松
建
設
さ
ん

が
施
工
し
て
い
る
抱
返
頭
首
工
の
整
備
工
事
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
こ
の
「
頭
首
工
」
の
役
割
や
機
能
は
、
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
頭

首
工
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
も
分
か
っ
た
ら
、
教
え
て

下
さ
い
。

石
田

当
地
区
の
取
水
口
は
三
箇
所
あ
り
ま
す
が
、
抱
返

頭
首
工
は
、
田
沢
左
岸
幹
線
用
水
路
の
取
水
口
と
な
り
、

三
、三
一
四
ha
の
か
ん
が
い
面
積
を
抱
え
、取
水
量
は
ピ
ー

ク
で
一
二
・
一
二
㎥
/s
、
地
区
内
最
大
量
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
設
置
場
所
は
、
秋
田
県
下
有
数
の
景
勝
地
で

あ
る
抱
返
渓
谷
の
中
程
に
あ
り
、
県
立
田
沢
湖
抱
返
り
自

然
公
園
内
に
な
り
ま
す
。
地
名
の
「
抱
返
り
」
は
、
昔
の

渓
谷
沿
い
の
道
は
、
す
れ
違
う
時
に
お
互
い
抱
き
か
か
え

る
よ
う
に
体
を
返
さ
な
け
れ
ば
通
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
狭
く

険
し
い
山
道
で
あ
っ
た
事
か
ら
、「
だ
き
が
え
り
」
と
呼

ば
れ
た
そ
う
で
す
。

頭
首
工
付
近
も
両
岸
断
崖
で
、
通
常
で
は
遊
歩
道
し
か

ア
プ
ロ
ー
チ
手
段
は
な
く
、
前
歴
事
業
と
同
様
に
、
頭
首

工
か
ら
の
取
水
ト
ン
ネ
ル
及
び
開
水
路
を
仮
設
道
路
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
事
の
実
施
は
か
ん
が
い
期
及
び
洪
水
期
に
被

ら
な
い
十
月
〜
三
月
に
限
定
さ
れ
、
更
に
豪
雪
地
帯
の
当

地
域
は
、
春
先
に
は
大
量
の
融
雪
水
に
よ
る
河
川
の
増
水

が
あ
る
た
め
、
当
地
に
合
っ
た
効
率
的
な
施
工
と
安
全
対

策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
工
事
の
契
約
は
、
東
北
農
政
局
初
の
E
C
I

方
式
を
活
用
し
て
お
り
、
工
事
契
約
前
の
技
術
協
力
業
務

に
お
い
て
優
先
交
渉
権
者
に
よ
る
施
工
計
画
が
設
計
に
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
既
設
取
水
ト
ン
ネ
ル

及
び
開
水
路
を
レ
ー
ル
方
式
に
よ
る
運
搬
路
と
し
て
利
用

し
、
昇
降
架
台
に
よ
る
水
路
内
へ
の
資
機
材
等
の
搬
入
出

を
行
う
な
ど
効
率
的
な
輸
送
動
線
の
確
保
、
ト
ン
ネ
ル
内

の
W
i

-F
i
設
置
及
び
河
川
水
位
警
報
設
備
の
設
置
等

の
安
全
対
策
が
特
徴
で
す
。

│
で
は
、
吉
田
現
場
代
理
人
に
お
伺
い
し
ま
す
。
抱
返

頭
首
工
は
、
県
立
自
然
公
園
内
の
渓
谷
に
位
置
す
る
よ
う

で
す
が
、
実
際
に
、
工
事
現
場
に
立
ち
、
こ
の
工
事
の
全

貌
を
把
握
し
た
時
の
第
一
印
象
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
複
数
年
に
渡
っ
て
実
施
さ
れ
る
本
工
事
に
お
い
て
、

特
に
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ

て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
田

初
め
て
現
場
に
来
た
時
の
率
直
な
第
一
印
象
は
、

「
こ
の
よ
う
な
険
し
い
渓
谷
の
山
奥
に
、
こ
ん
な
大
き
い

頭
首
工
を
ど
の
よ
う
に
建
設
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
、
昔
の

土
木
技
術
者
や
職
人
の
方
々
の
ご
苦
労
に
感
服
し
た
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
頭
首
工
を
通
っ
て
渓
谷
を
流
れ
る
玉
川

の
流
水
と
様
々
な
形
状
の
岩
床
が
織
り
な
す
景
観
の
美
し

さ
に
感
動
し
た
こ
と
で
す
。

国営事業地区探訪

そ
れ
と
同
時
に
、
い
か
に
し
て
こ
の
美
し
い
景
観
を
乱

す
こ
と
な
く
、
安
全
に
作
業
期
間
内
で
工
事
を
終
わ
ら
せ

る
か
課
題
が
次
々
と
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
何
を
差
し
お

い
て
も
や
は
り
「
安
全
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処

し
て
工
事
を
進
め
て
い
く
上
で
、
全
て
安
全
で
な
け
れ
ば

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
河
川
の
増
水
に
つ
い
て
は
、
一
瞬
で

工
事
従
事
者
の
死
に
つ
な
が
る
事
象
で
す
の
で
、
全
工
期

を
通
じ
て
決
し
て
妥
協
を
許
さ
な
い
対
応
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

│
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
と
言
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
困
難
も

加
わ
り
、
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ご
苦
労
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

工
事
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
現
場
代
理
人
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
技
術
を
活
用
、
工
夫
を
し
て
き
て
い
る
か
。

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
田

E
C
I
業
務
を
受
注
し
、
計
画
段
階
で
工
事
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
課
題
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
頭
首
工
ま
で
の
ル
ー
ト
が
遊
歩

道
の
み
（
距
離
約
一
㎞
）
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
工

事
用
道
路
の
確
保
、
二
つ
目
は
、
現
場
周
囲
の
劣
悪
な
通

信
環
境
を
改
善
す
る
通
信
設
備
の
構
築
、
三
つ
目
は
、
河

川
上
流
の
施
設
に
起
因
す
る
異
常
出
水
時
の
迅
速
な
安
全

確
保
対
策
で
す
。

一
つ
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
既
設
取
水
ト
ン
ネ
ル

（
三
・
三
m
×
二
・
八
m
）
を
工
事
用
道
路
と
し
て
選
定
し

ま
し
た
。
取
水
ト
ン
ネ
ル
内
は
、
狭
所
に
加
え
大
小
一
七

箇
所
の
カ
ー
ブ
が
あ
る
た
め
、
安
全
で
安
定
し
た
輸
送
と

す
る
た
め
に
軌
条
設
備
を
設
置
し
、
資
材
運
搬
に
は
軌
陸

車
と
牽
引
台
車
、
工
事
従
事
者
の
輸
送
に
は
専
用
の
レ
ー

ル
ス
ク
ー
タ
ー
を
運
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
工
事
全
体
に

対
し
て
作
業
割
合
が
大
き
い
資
機
材
の
運
搬
時
間
を
短
縮

さ
せ
る
た
め
、
軌
条
設
備
か
ら
地
上
へ
の
円
滑
な
動
線
を

確
保
す
る
大
型
の
昇
降
架
台
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

二
つ
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
現
場
全
域
に

W
i

-F
i
環
境
を
整
備
し
、
作
業
従
事
者
が
現
場
の
ど

こ
に
い
て
も
パ
ケ
ッ
ト
通
信
で
連
絡
が
取
れ
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
特
に
危
険
度
の
高
い
ト
ン
ネ
ル
内
に
は

W
i

-F
i
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
組
み
合
わ
せ
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
一
〇
〇
m
お
き
に
設
置
し
、
緊
急
連
絡
用
電
話

と
し
て
機
能
さ
せ
ま
し
た
。

三
つ
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
頭
首
工
上
流
左
岸
側
に

水
理
計
算
上
水
没
し
な
い
標
高

ま
で
盛
土
し
た
退
避
場
を
造
成

し
ま
し
た
。
毎
日
の
作
業
終
了

時
も
し
く
は
作
業
中
の
異
常
出

水
時
に
重
機
や
資
機
材
を
全
て

こ
こ
に
退
避
さ
せ
ま
す
。
さ
ら

に
、
工
事
従
事
者
の
安
全
確
保

対
策
と
し
て
、
異
常
出
水
時
の

退
避
水
位
を
検
出
し
て
視
覚
・

音
で
現
場
全
域
に
知
ら
せ
る
と

と
も
に
携
帯
に
メ
ー
ル
で
伝
え

る
こ
と
の
で
き
る
水
位
警
報
セ

ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
を
河
川
に
設

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
は

急
峻
な
渓
谷
で
あ
る
た
め
、
す

ぐ
に
高
い
場
所
へ
避
難
で
き
る

よ
う
に
避
難
用
階
段
を
設
置
し
、

抱返頭首工工事現場の上流から見た全景
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緊
急
時
に
戸
惑
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
避
難
訓
練
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

│
な
る
ほ
ど
、
よ
く
解
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

ま
し
て
、
工
事
完
了
に
向
け
て
抱
負
や
希
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

吉
田

社
是
で
あ
る
『
勇
気（
挑
戦
す
る
姿
勢
）・
礼
儀（
感

謝
す
る
気
持
ち
）・
正
義
（
正
し
い
姿
勢
）』
を
常
に
念
頭

に
お
い
て
、
引
き
続
き
完
了
ま
で
工
事
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
に
お
い
て
昔
か
ら
受

け
継
が
れ
て
い
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
あ
た
た
か
い
思

い
や
り
と
心
配
り
を
現
場
の
隅
々
ま
で
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

工
事
従
事
者
が
安
全
・
安
心
で
働
き
甲
斐
を
持
て
る
現
場

づ
く
り
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

「
働
き
方
改
革
」へ
の
取
組
と
成
果

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
全
第
一

で
工
事
を
進
め
て
下
さ
い
。
工
事
の
円
滑
な
進
捗
と
無
事

の
完
成
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

話
題
を
変
え
ま
し
て
、
近
年
、
大
き
な
関
心
事
に
な
っ

て
い
ま
す
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

事
業
所
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

現
状
や
取
り
組
み
の
進
捗
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

石
田

受
発
注
者
間
で
取
り
交
わ
す
書
類
や
立
会
な
ど
精

緻
化
す
る
中
で
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
遠
隔
臨

場
、
W
e
b
に
よ
る
情
報
共
有
な
ど
が
進
み
、
今
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
も
相
ま
っ
て
、
更
に
適
用
範
囲

が
広
が
り
働
き
方
改
革
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
当
地
区
で
は
、
事
業
所
と
現
場
が
比
較
的
離

れ
て
お
り
、
遠
く
は
二
〇
㎞
以
上
山
中
に
離
れ
、
ま
た
最

大
積
雪
深
は
二
m
に
迫
り
、
遠
隔
臨
場
に
よ
り
現
場
と
の

移
動
が
な
く
な
る
と
、
移
動
時
間
カ
ッ
ト
等
の
効
果
は
絶

大
で
す
。

当
然
、
適
時
発
出
さ
れ
る
各
種
の
改
善
通
知
も
的
確
に

反
映
し
、
迅
速
で
合
理
的
な
運
用
に
努
め
ま
す
が
、
そ
れ

は
、
個
人
の
改
革
意
識
と
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
ス
キ
ル
の
向

上
、
組
織
と
し
て
も
全
体
で
無
理
な
く
運
用
で
き
る
環
境

整
備
や
指
導
手
順
等
の
改
善
も
併
行
し
て
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
技
術
者
と
し
て
個
々
の
問
題
処
理
能

力
と
生
産
性
の
向
上
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
、
自
己
研
鑽

の
た
め
各
種
研
修
等
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
職

員
を
誘
導
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
留
意
し
て
い
る
の
が
、
実
効
性
の
あ
る
円
滑
化

会
議
と
設
計
変
更
協
議
で
す
。
現
場
条
件
等
の
様
々
な
外

的
要
因
や
リ
ス
ク
を
予
め
共
有
し
、
事
前
に
施
工
手
順
や

工
法
、
機
材
の
見
直
し
等
処
理
方
針
を
定
め
た
り
、
工
法

や
工
事
量
の
変
更
な
ど
の
摺
り
合
わ
せ
を
受
発
注
者
間
で

手
戻
り
が
な
い
よ
う
、
対
面
で
丁
寧
に
議
論
を
進
め
て
い

ま
す
。

な
お
、
抱
返
頭
首
工
整
備
工
事
は
、
厳
し
い
制
約
条
件

が
重
な
っ
て
い
る
中
で
仮
設
計
画
が
順
調
に
履
行
さ
れ
、

第
一
期
工
事
（
令
和
三
年
度
）
を
工
程
ど
お
り
無
事
終
え

た
こ
と
は
E
C
I
方
式
ゆ
え
の
成
果
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
吉
田
現
場
代
理
人
に
も
同
じ
質
問
に
な
り
ま
す
。
受

注
者
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
や
課
題
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

吉
田

五
年
前
か
ら
北
日
本
支
社
で
は
、
長
時
間
労
働
問

題
改
善
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
全
現
場
・
全
職
員
の
残

業
時
間
を
分
析
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
社
全
体
で
I
C
T
や
D
X
を
利
用

す
る
た
め
の
端
末
や
ツ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
を
各
現
場
に
展
開

す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

日
々
の
作
業
打
ち
合
わ
せ
簿
や
工
程
表
作
成
な
ど
は
、
作

成
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
し
、
現
場
業
務
で

抱返頭首工　補修・耐震補強工事およびゲート設備更新　計画図
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は
G
N
S
S
や
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
測
機
な
ど
測
量
機
械
一

つ
に
お
い
て
も
効
率
的
に
業
務
を
こ
な
せ
る
機
器
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
発
注
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
工
事
に
週
休
二
日
制

が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
当
工
事
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
注
者
側
の
工
期
設
定
も
適
切
で
あ
り
、
工
事
着
手
当
初

に
私
た
ち
が
計
画
し
た
週
休
二
日
で
の
計
画
工
程
も
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

現
場
で
の
工
夫
と
し
て
は
、
平
日
に
悪
天
候
で
作
業
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
期
間
で
待

機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
日
を
全
休
日
と

し
て
作
業
日
を
土
曜
日
に
振
り
替
え
る
な
ど
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、
現
場
の
ル
ー
ル
と

し
て
、
工
事
従
事
者
が
家
族
と
計
画
的
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
日
曜
日
は
必
ず
定
休
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
営
事
業
の
事
業
効
果
と

地
域
に
対
す
る
大
き
な
期
待

│
で
は
、
最
後
に
、
こ
の
国
営
事
業
の
実
施
と
相
ま
っ

た
、
受
益
者
や
農
協
、
土
地
改
良
区
等
の
取
組
の
変
化
や

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め
と
し
て
、
こ
こ
大
仙
市
、

仙
北
市
、
美
郷
町
、
地
元
関
係
者
の
皆
様
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

石
田

当
事
業
区
域
で
は
、
関
連
事
業
と
し
て
県
営
の
ほ

場
整
備
事
業
を
盛
ん
に
実
施
し
、
強
力
に
土
地
基
盤
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
場
整
備
の
進
め
方
は
、「
あ

き
た
型
ほ
場
整
備
」と
呼
ば
れ
る
、「
大
区
画
の
整
備
」、「
農

地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
集
積
」、「
園
芸
メ
ガ
団
地

の
新
設
」
を
三
位
一
体
と
し
て
産
地
づ
く
り
を
行
う
も
の

で
、
水
稲
単
作
か
ら
複
合
型
生
産
構
造
へ
の
転
換
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
、
町
に
お
い
て
も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
ほ
場
の

設
置
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
直
播
試
行
、
小
水
力
発
電
施
設

の
新
設
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
取
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
本
年
度
よ
り
県
推
奨
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ

米
と
し
て
新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
を
本
格
出
荷
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
農
家
の
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
よ
り
安
定
的
で
使
い
や
す
く
な
る
農
業
用
水
を

十
分
に
活
か
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
合
う
地
域
農
業

の
変
革
と
発
展
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
現
在
に
至
る
地

域
の
歴
史
を
考
え
て
も
、
上
下
流
を
繋
ぐ
水
路
に
地
域
を

支
え
続
け
る
農
業
用
水
が
流
れ
る
こ
と
よ
り
、
地
域
の
和

合
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
事
業
実
施
過
程
の
業
務
・
工
事
デ
ー

タ
も
含
め
、
技
術
情
報
を
的
確
に
引
き
継
ぎ
、
地
域
振
興

に
役
立
て
る
よ
う
、
田
沢
疏
水
の
認
知
度
を
上
げ
、
そ
の

意
義
や
歴
史
を
永
く
地
域
に
伝
わ
る
よ
う
に
も
努
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
の
「
働
き
方
改
革
」
が
実

現
で
き
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
に
な
る
よ
う
に
。
ま
た
、

事
業
が
早
期
完
了
し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
田
沢
疏
水
が
、

地
域
農
業
や
関
係
市
町
の
益
々
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
長
時
間
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

PROFILE

石
いし

田
た

勲
いさお

 所長

東北農政局
田沢二期

農業水利事業所長

　昭和41年石川県生まれ。平成4
年北海道大学大学院修了後、同年
農林水産省に入省。
　これまでに農村振興局、東北、
東海、近畿、九州各局で勤務。そ
の他、内閣官房、復興庁、国土交
通省、愛媛県西条市等への出向を
経験。
　関係する皆様とコミュニケー
ションを十分に図り、次世代へ
しっかり引き継がれる使いやすい
施設を整備したいと思っています。
　趣味は釣りで、日本の多様な魚
種、釣り方に興味が尽きません。
雄物川ではサクラマスに出会いた
いと願っています。

PROFILE

吉
よし

田
だ

智
さと

志
し

現場代理人・副所長

西松建設㈱北日本支社
秋田抱返出張所

　昭和48年北海道生まれ。平成
10年室蘭工業大学大学院修了後、
同年に西松建設株式会社入社。
　入社からの約11年間は、北海
道・茨城県で3つのロックフィル
ダムの現場に従事し、2年間の本
社勤務を経て再び現場へ赴任、新
幹線高架橋、山岳トンネル、火力
発電所基礎、震災復興産業団地造
成等の現場に従事。
　雪解けも終わった春からは、昨
年末に購入した新車で、東北地方
の観光地を巡るドライブを家族と
楽しんでいます。
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緊
急
時
に
戸
惑
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
避
難
訓
練
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

│
な
る
ほ
ど
、
よ
く
解
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

ま
し
て
、
工
事
完
了
に
向
け
て
抱
負
や
希
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

吉
田

社
是
で
あ
る
『
勇
気（
挑
戦
す
る
姿
勢
）・
礼
儀（
感

謝
す
る
気
持
ち
）・
正
義
（
正
し
い
姿
勢
）』
を
常
に
念
頭

に
お
い
て
、
引
き
続
き
完
了
ま
で
工
事
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
に
お
い
て
昔
か
ら
受

け
継
が
れ
て
い
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
あ
た
た
か
い
思

い
や
り
と
心
配
り
を
現
場
の
隅
々
ま
で
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

工
事
従
事
者
が
安
全
・
安
心
で
働
き
甲
斐
を
持
て
る
現
場

づ
く
り
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

「
働
き
方
改
革
」へ
の
取
組
と
成
果

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
全
第
一

で
工
事
を
進
め
て
下
さ
い
。
工
事
の
円
滑
な
進
捗
と
無
事

の
完
成
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

話
題
を
変
え
ま
し
て
、
近
年
、
大
き
な
関
心
事
に
な
っ

て
い
ま
す
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

事
業
所
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

現
状
や
取
り
組
み
の
進
捗
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

石
田

受
発
注
者
間
で
取
り
交
わ
す
書
類
や
立
会
な
ど
精

緻
化
す
る
中
で
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
遠
隔
臨

場
、
W
e
b
に
よ
る
情
報
共
有
な
ど
が
進
み
、
今
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
も
相
ま
っ
て
、
更
に
適
用
範
囲

が
広
が
り
働
き
方
改
革
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
当
地
区
で
は
、
事
業
所
と
現
場
が
比
較
的
離

れ
て
お
り
、
遠
く
は
二
〇
㎞
以
上
山
中
に
離
れ
、
ま
た
最

大
積
雪
深
は
二
m
に
迫
り
、
遠
隔
臨
場
に
よ
り
現
場
と
の

移
動
が
な
く
な
る
と
、
移
動
時
間
カ
ッ
ト
等
の
効
果
は
絶

大
で
す
。

当
然
、
適
時
発
出
さ
れ
る
各
種
の
改
善
通
知
も
的
確
に

反
映
し
、
迅
速
で
合
理
的
な
運
用
に
努
め
ま
す
が
、
そ
れ

は
、
個
人
の
改
革
意
識
と
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
ス
キ
ル
の
向

上
、
組
織
と
し
て
も
全
体
で
無
理
な
く
運
用
で
き
る
環
境

整
備
や
指
導
手
順
等
の
改
善
も
併
行
し
て
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
技
術
者
と
し
て
個
々
の
問
題
処
理
能

力
と
生
産
性
の
向
上
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
、
自
己
研
鑽

の
た
め
各
種
研
修
等
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
職

員
を
誘
導
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
留
意
し
て
い
る
の
が
、
実
効
性
の
あ
る
円
滑
化

会
議
と
設
計
変
更
協
議
で
す
。
現
場
条
件
等
の
様
々
な
外

的
要
因
や
リ
ス
ク
を
予
め
共
有
し
、
事
前
に
施
工
手
順
や

工
法
、
機
材
の
見
直
し
等
処
理
方
針
を
定
め
た
り
、
工
法

や
工
事
量
の
変
更
な
ど
の
摺
り
合
わ
せ
を
受
発
注
者
間
で

手
戻
り
が
な
い
よ
う
、
対
面
で
丁
寧
に
議
論
を
進
め
て
い

ま
す
。

な
お
、
抱
返
頭
首
工
整
備
工
事
は
、
厳
し
い
制
約
条
件

が
重
な
っ
て
い
る
中
で
仮
設
計
画
が
順
調
に
履
行
さ
れ
、

第
一
期
工
事
（
令
和
三
年
度
）
を
工
程
ど
お
り
無
事
終
え

た
こ
と
は
E
C
I
方
式
ゆ
え
の
成
果
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
吉
田
現
場
代
理
人
に
も
同
じ
質
問
に
な
り
ま
す
。
受

注
者
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い
る
現
状
や
課
題
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

吉
田

五
年
前
か
ら
北
日
本
支
社
で
は
、
長
時
間
労
働
問

題
改
善
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
全
現
場
・
全
職
員
の
残

業
時
間
を
分
析
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
社
全
体
で
I
C
T
や
D
X
を
利
用

す
る
た
め
の
端
末
や
ツ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
を
各
現
場
に
展
開

す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

日
々
の
作
業
打
ち
合
わ
せ
簿
や
工
程
表
作
成
な
ど
は
、
作

成
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
し
、
現
場
業
務
で

抱返頭首工　補修・耐震補強工事およびゲート設備更新　計画図

① 退避場造成
② 固定堰一部撤去
③ 固定堰下流面補修工
④ 河川流水切回し
⑤ 仮締切設置
⑥ タワークレーン設置
⑦ 取水設備工事
 　・スラブ打替え・耐震補強工
 　・ゲート、開閉器他機械設備工
 　・螺旋階段、手摺り他付属設備工
⑧ 土砂吐設備工事
 　・ゲート、開閉装置他機械設備工
 　・歩廊、手摺り、落橋防止他付属設備工
 　・操作室上屋建替え工
⑨ タワークレーン撤去
⑩ 仮締切撤去
⑪ 河川流水瀬替え
⑫ 固定堰復旧
⑬ 退避場撤去

［ 施工フロー ］

仮締切堤

固
定
堰

土砂吐設備
作業ヤード

取水設備
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③

河川流水切回し

退避場 

河川内工事施工フローと計画平面図

国営事業地区探訪

は
G
N
S
S
や
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
測
機
な
ど
測
量
機
械
一

つ
に
お
い
て
も
効
率
的
に
業
務
を
こ
な
せ
る
機
器
が
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
発
注
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
工
事
に
週
休
二
日
制

が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
当
工
事
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

発
注
者
側
の
工
期
設
定
も
適
切
で
あ
り
、
工
事
着
手
当
初

に
私
た
ち
が
計
画
し
た
週
休
二
日
で
の
計
画
工
程
も
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

現
場
で
の
工
夫
と
し
て
は
、
平
日
に
悪
天
候
で
作
業
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
期
間
で
待

機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
日
を
全
休
日
と

し
て
作
業
日
を
土
曜
日
に
振
り
替
え
る
な
ど
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、
現
場
の
ル
ー
ル
と

し
て
、
工
事
従
事
者
が
家
族
と
計
画
的
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
日
曜
日
は
必
ず
定
休
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
営
事
業
の
事
業
効
果
と

地
域
に
対
す
る
大
き
な
期
待

│
で
は
、
最
後
に
、
こ
の
国
営
事
業
の
実
施
と
相
ま
っ

た
、
受
益
者
や
農
協
、
土
地
改
良
区
等
の
取
組
の
変
化
や

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め
と
し
て
、
こ
こ
大
仙
市
、

仙
北
市
、
美
郷
町
、
地
元
関
係
者
の
皆
様
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

石
田

当
事
業
区
域
で
は
、
関
連
事
業
と
し
て
県
営
の
ほ

場
整
備
事
業
を
盛
ん
に
実
施
し
、
強
力
に
土
地
基
盤
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
場
整
備
の
進
め
方
は
、「
あ

き
た
型
ほ
場
整
備
」と
呼
ば
れ
る
、「
大
区
画
の
整
備
」、「
農

地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
集
積
」、「
園
芸
メ
ガ
団
地

の
新
設
」
を
三
位
一
体
と
し
て
産
地
づ
く
り
を
行
う
も
の

で
、
水
稲
単
作
か
ら
複
合
型
生
産
構
造
へ
の
転
換
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
、
町
に
お
い
て
も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
ほ
場
の

設
置
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
直
播
試
行
、
小
水
力
発
電
施
設

の
新
設
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
取
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
本
年
度
よ
り
県
推
奨
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ

米
と
し
て
新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
を
本
格
出
荷
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
農
家
の
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
よ
り
安
定
的
で
使
い
や
す
く
な
る
農
業
用
水
を

十
分
に
活
か
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
合
う
地
域
農
業

の
変
革
と
発
展
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
現
在
に
至
る
地

域
の
歴
史
を
考
え
て
も
、
上
下
流
を
繋
ぐ
水
路
に
地
域
を

支
え
続
け
る
農
業
用
水
が
流
れ
る
こ
と
よ
り
、
地
域
の
和

合
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
事
業
実
施
過
程
の
業
務
・
工
事
デ
ー

タ
も
含
め
、
技
術
情
報
を
的
確
に
引
き
継
ぎ
、
地
域
振
興

に
役
立
て
る
よ
う
、
田
沢
疏
水
の
認
知
度
を
上
げ
、
そ
の

意
義
や
歴
史
を
永
く
地
域
に
伝
わ
る
よ
う
に
も
努
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
の
「
働
き
方
改
革
」
が
実

現
で
き
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
に
な
る
よ
う
に
。
ま
た
、

事
業
が
早
期
完
了
し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
田
沢
疏
水
が
、

地
域
農
業
や
関
係
市
町
の
益
々
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
長
時
間
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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経験。
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施設を整備したいと思っています。
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種、釣り方に興味が尽きません。
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いと願っています。
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